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②複数の職場が連携した活動

③テーマに合わせて形成したチーム活動 髙橋　美保

取り組種別 問題解決型

髙橋 美保（クラーク）

小暮　優奈 相談員

正田　和代 介護福祉士

生田　和敬 総務

クラーク

理学療法士小笠原　尚和

森澤　綾 薬剤助手

令和5年11月～令和6年5月

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標）施設の用紙類の購入金額を

（目標値）令和6年4月末までに10％削減する

①紙類の再利用を周知を行う
②リハビリ評価用紙のペーパーレス化
③カンファレンスシートのペーパーレス化
④印刷システムの見直し
⑤付箋での配布を中止し、ラミネートカードに変更

（実施前）A4コピー用紙の購入金額54.927円

（実施後）A4コピー用紙の購入金額46,683円

①標準化
　無駄な印刷を控え、両面印刷やペーパーレス化を行っていく

②教育
　個人情報がある用紙の処分、個人情報とはどこまで指すのか教育していく

ライフサポートねりま

④無駄の削減や能率向上、業務環境の改善をめざすもの

③管理部門

リーダー名
（職種）

回

活動期間

演題名 話題のSDGsを目標にペーパーレス に取り組んでみた

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

経費削減を進めていく中で、全員で行える身近な削減方法を考えた。その結果、無駄な印刷等は無くしていく
よう施設一体となって取り組んでいく事が必要と考え、このテーマに取り組むこととした。

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 16

小暮　優奈（相談員）

(こぐれ　ゆうな）

（ねりま　で　りでゅーす）

NERIMA de REDUCE

施設名



　

【いつまで】令和6年4月末までに
【何を】施設の用紙類の購入金額を
【どうする】10％削減する
【根拠】施設目標の経費削減10％に貢献するた
め

①チームで施設職員全員で行える経費削減を
あげ、印刷物等の削減に決定

①A4のコピー用紙の購入金額を確認しました。
現状5,000枚1セットで3,591円で購入していました。
②次に付箋の購入金額についても確認しました。
サイズによって金額が変わりますが2022年5月～10
月で9,327円購入していました。
③処方箋はシステムによって控えと2枚1セットで印
刷されており、控えについては印刷後破棄されてい
ました。

②活動は半年間で計画を立てました

【テーマ選定・背景】

【現状把握】

【目標設定】



④業者に連絡し、システム変更 ⑤付箋をラミネートカードに変更

【要因解析】

【重要要因検証】

3つの重要要因を考察し、全て重要要因であると判断

【対策の立案と実施】

5つの対策を立案 ①職員へ全体通知、周知 ②③については最善策にて継続

「用紙類の購入金額が削減できない」要因を
解析し、3つの重要要因を洗い出した。

①コスト削減の意識が低い

②処方箋控えが自動印刷されている

③付箋での入浴予定、リハビリ訓練時間の配布



【反省と今後の課題】

【効果の確認】

15%の削減に成功 33％の削減に成功

【無形効果】 【波及効果】

【標準化と管理の定着】


